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個人の時代、 仏教の現場から T O P

Interview

2003年9月、松本さんの個人ブログとして開始した
「彼岸寺」は、2004年3月にネット上の「仮想」寺院に！

2012年から始まった「未来の住職塾」は
2013年4月開講の第二期より大阪でも開催（於：應典院）

http://www.oteranomirai.or.jp

  「果たして、
  仏教寺院の

商品とは何か。」松本紹圭さんは、「未来の住職塾」受講生にそう
問いかけるという。お寺の跡継ぎではないが、祖父が住職をつ
とめるお寺が近所にあり、幼少期からお寺は身近な存在だっ
た。しかし学生時代に目にした新宗教やスピリチュアルブーム
と友人との対話が、改めて「伝統仏教が頑張るべき」という思
いを駆り立てた。そして、「いつかはお坊さんに」との内なる声
に従い、「赤門」（東京大学）から「仏門」に入った。
　僧侶となり、本山の職員を勤めた後、仏教が生まれたインド
のハイデラバードにある「Indian School of Business」に留学し
た。そして2011年の春に経営学の大学院を修了。帰国した後、
急速に環境が変化する現代社会の「超宗派の僧侶養成プロ
グラム」を開始した。それが「未来の住職塾」である。
　「経営学ではリーダーシップ論がよく語られます。ただ、
そもそもリーダーとは周囲をよい方向へと導く人のこと。
そう考えると、お寺は住職が「縁」を結ぶ役となり、みんな
の願いと仏の願いを統合する場です。未来の住職塾が
受講生に期待しているのは、「縁」となる人の自覚、住職の

目覚めです。」
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［特集］宗教と観光
ものがたり観光行動学会学会第2回年次大会

「観光に寄りかかる宗教？宗教に寄りかかる観光？」
2012・10・13
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「人生の最期」にこだわる仲間たち

宗教と観光を考える
宗教と観光は、現在も多くの人を動かす。今年は、伊勢神宮の式
年遷宮、出雲大社の遷宮があるし、昨年は、法然上人800年大
遠忌と親鸞聖人750回大遠忌が多くの動員をもたらした。定番
の四国八十八カ所、西国三十三カ所は、今や中高年の巡礼ブー
ムを牽引する。
思想家・内田樹の「大阪霊性都市論」は、単に大阪だけではな
く、私たちのリアルな生活現場全体から「霊力」の衰退を指摘す
る卓見であった。それを、即宗教の復権といっていいのかは、わ
からない。だが、3.11以降、われわれは東北に限らず、長い時間
軸に連なる死者との関係性を思わないではいられない。
では、その文脈で東北をとらえると、何がうかがえるか。
宗教学者・釈徹宗の言葉を借りれば、「聖地の物語に突き動か
されて人は移動している」のであって、3.11以降、圧倒的な死者
とそれを巡る物語が、われわれを東北へと誘う。
そこには、復興ツアーというようなものではない、「死者たちとの
交感」という、観光の根源的な磁力として、「聖地・東北」をつくり
あげようとしているのではないか。
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　かつて大阪には「七墓巡り」という不思議な祭礼があった。
　成立した年代はよくわかっていないが、近松門左衛門が書い
た『賀古教信七墓廻』という浄瑠璃作品が、「元禄十五年七月十
五日上演」と『外題年鑑』にあることから、元禄年間（1688～
1704）にはすでに成立していて、当時の大阪の町衆のあいだで
も一般的に認知されていたと思われる。実施は盂蘭盆会の頃と
いい、『賀古教信七墓廻』が旧暦7月15日に初演されているの
も、そうした祭礼の時期を意識してのことだろう。また、この初演
のさいには地獄や賽の河原の情景などを人形で見せる趣向な
どもあったらしい。
　教信（786～866）は、『今昔物語』（巻十三 播磨國賀古澤教
信往生語）や慶慈保胤（931?～1002）の『日本往生極楽記』な
どにも記されている伝説的人物で、若き頃は奈良・興福寺の学
僧であったが発心して世俗に身を投じ、市井の人でありながら
播磨国賀古で周囲から「阿弥陀丸」と呼ばれるほど念仏を唱え
続け、最後は貧窮の中に死んだという。ところが、近松の『賀古教
信七墓廻』では教信は親の敵と兄嫁が死亡したことに世の無常
を感じて法師となる…というストーリーで、まったく史実とは異
なり、ただ古人の名前を借りただけの近松のオリジナル作品と
なっている。ただ、ここで興味深いのは、教信が親の敵や兄嫁と
はまったく縁もゆかりもない大阪市中の七墓を巡ることで両者
の菩提を弔おうとした、という部分で、当時の大阪の町衆が大阪
七墓巡りを行った意味・意図の一端が伺える。
　七墓の所在地についてもいろいろと不明確な部分が多い。
『賀古教信七墓廻』の第四段「夏野のまよひ子」の中では、近松
得意の掛詞で「あだし煙の梅田の火屋」「短か夜を誰が慣わし
の長柄川」「道のなき野原笹原葭原の」「泣き泣き歩む夏草の蒲
生」「それとも知らで別れ行末は小橋の」「寺の鐘の聲高津墓所
に夕立の」「煙知るべに千日の」「これぞ三途と一足に飛田の」と
調子よく七墓が登場するが、七墓巡りであるのに梅田・長柄・葭
原・蒲生・小橋・高津・千日・飛田と、八カ所の墓地が紹介されて
いる。また大正15年（1926）発行の『今宮町誌』（編纂：大阪府西
成郡今宮町残務所）の「木津の墓」の項目を参照すると、ここで
は「木津の墓は古来大阪の七墓、即ち千日前、梅田、福島、天王
寺、鵄田、東成郡榎並と同じく七墓の一に加へられた場所」と、

木津・福島・天王寺・榎並なども七墓の内に数えられている。
　さらに、昭和10（1935）年発行の『郷土研究 上方』（編者：南
木芳太郎）の「上方探墓號」を調べてみると、「今は途絶えたが、
貞享、元禄の昔より明治初期に至るまで久しい間、大阪では盂
蘭盆になると心ある人々は七墓巡りと称して、諸霊供養のため
七カ所の墓地を巡訪して回向したものである。その場所は時代
によって多少の変遷があり、又振出の都合にて手近の墓所のみ
を巡った形跡もある。その場所を挙げると、北よりすれば梅田、
南浜、葭原、蒲生、小橋、高津、千日、飛田辺りが古い時代のもの
で、明治になると長柄、岩崎、安部野辺りが加わっている、その
他安治川、大仁、野江等の三昧も七墓巡りの中に入れねば成る
まい。もっと小さな墓所も場末にはあったであろう」と記されてい
て、南浜・岩崎・安部野・安治川・大仁・野江なども七墓として
巡っていた墓所として列挙されている。この三書に記述されて
いる墓所を加算するだけでもすでに「十八墓」を超えるが、文献
を渉猟すれば、その数はさらに増えていくだろう。要するに、盂蘭
盆会の頃に大阪市中にあった墓を7カ所以上巡れば「大阪七墓
巡り」として成就したのでは？と筆者は推測しているが、これは
有縁者（家族、親戚）の墓を参るだけの近代の盂蘭盆会とは、だ
いぶ異なった様相であったことが感じとれる。

　無縁性と都市

　こうした有縁仏・無縁仏といった枠組みを超えた供養の祭礼
が、江戸時代の大阪で成立しえたことは非常に興味深いことで
あるが、これはおそらく都市という「場」（トポス）の性格が大き
い。
　例えば村落の祭礼は、基本的には先祖代々の土地に生きる
人々の中で育まれる。有縁の村落社会の繋がりを再確認する仕
組みとして祭礼は機能するが、都市はそもそも無縁者の集まり
によって生まれてくる。戦後の日本社会でも長男長女は家や田
圃を受け継ぐが、受け継ぐ家や田圃がない、つまり村落では食
べていけない次男三女四男五女は、夜行列車に乗って東京や
大阪、名古屋といった都市に集団就職して、高度経済成長の担
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宗教と観光の
交差点

陸奥 賢
Satoshi MUTSU

Spiritual
Opinion

大阪「七墓」巡りとは…

1978年生。NPOまちらぼ代表。フリーランスのプ
ロデューサー（現代観光/コモンズ・デザイン/アー
ト）。「大阪七墓巡り復活プロジェクト」「まわしよみ
新聞」「葬食」「おかいこさまカフェ」など数多くの
まち遊び/まち歩きプロジェクトを手掛ける。NPO
法人ココルーム理事。大阪府高齢者大学校「まち
歩きガイド科」講師。AAF2012検証の会メンバー。
A’ワーク創造館コミュニティ・デザイン講師。
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弱者へのコンパッション

写真：郷土研究『上方』
通巻56号「大阪探墓號」表紙
（昭和10年8月発行）
陸奥賢さん提供

死者と死者と
交感する
旅



か？」を考える日々、津波で一瞬のうちに流されてしまい、「ひと
はいるがまちがない」といった事態や、原発事故によって強制的
に退去させられて「まちはあるがひとがいない」といった、まるで
怪談のようなまちが発生したとき、改めて「まちとひと」との関係
性について熟慮せざるを得なかったのだ。とくに数千年後、数万
年後にまで影響を及ぼすという途方もない放射能汚染は、我々
が住んでいるまちを、現在進行形の、生きている者たちだけのト
ポス（場）として捉えてはいけないという警鐘のようにも感じられ
た。
　まちには我々が存在する以前に、そこに根差して生きてきた
「まちの先人たち」がいて、さらに、その後には、いまだ生まれて
はいないが、そのまちで生きていく「まちの後人たち」がいる。
我々は、ただ、その両者のあいだに、つかのま存在しているだけ
のまちの仮の住人に過ぎない。それまでは観光というものは、
「まちとひととの関係性（空間軸／横軸）」を体感するものと考え
ていたが、今後は、それだけではなく「まちとひとの連続性（時間
軸／縦軸）」にも着目しないといけないだろう。つまり「死者と生
者の交流・交感としての観光（これを筆者は「死生観光」と名付
けた）」があるのではないか？という問いが芽生えたのである。
そして、そのひとつの答えとして「死生観光プロジェクトとして大
阪七墓巡りを復活させよう」と決意した。
　まずfacebook上で公式ページ（http://www.facebook.com/osaka7haka）

を作成し、2011年8月15日の夜に試験的に大阪七墓巡りの跡
地を約6時間かけて訪ね歩くというまち歩きを企画・主催したと
ころ、即座に様々な反響が寄せられ、30名近い人々が集ってき
た。宣伝・告知はほぼfacebookのみであったので、20代～40代
の参加者が多かったが、若いインターネット世代が大阪七墓巡
りに多大な興味・関心を覚え、こぞって参加したというのは予想
外の驚きであった。この成功を受けて2012年は公益財団法人
アサヒグループ芸術文化財団の後援と助成を受け、さらにプロ
ジェクトを拡大し、まず七墓それぞれの歴史やドラマを語って体
感するトークイベントを計7回企画した。
　またプロジェクトのハイライトの8月15日には、詩人や舞踊
家、コリオグラファー、ダンサー、劇作家、ミュージシャンといった
7組のアーティストに協力を呼び掛け、七墓の跡地で供養のパ
フォーマンスを繰り広げ、それをまち歩きで繋いでいくという企
画を実施した。ここでアーティストに供養のパフォーマンスをお
願いしたのは、かつての大阪七墓巡りの「無手勝流」「無定型」と
いう部分に着目したためだ。また、仏教やキリスト教、イスラム教
といった制度宗教がなかった太古の時代（自然宗教の時代）に
は、ひとが亡くなったさいは歌や踊りによって、その離別の悲し
みや再会の願いなどを表現していたに違いない。つまり、アート
には本来、ひとを供養するといった根源的な力があるはずであ
る。そこで、そういったベクトルのアートを実現できないか、とい
う思いから決行した。
　いま日本全国各地のシャッター商店街、限界集落などでアー
ト・イベントが繰り広げられているが、その多くでアートは経済
活性化や集客効果という「まちおこし」のためのツールとして使

いされたという伝説的な大阪豪商の淀屋（信長に滅ぼされた岡
本家の子孫）も、近代まで財閥として現存してきた住友家（秀吉
に滅ぼされた柴田勝家家臣の子孫）や鴻池家（毛利氏に滅ぼさ
れた山中鹿之助の子孫）も、元は武士の一族であった。こうした
無数の無縁者たちの懸命の働きによって、元禄期に向けて大阪
は商業流通都市「天下の台所」として劇的に再生していく。文字
通り何もかも無に帰した慶長の役から、「浮世」と謳って浮かれ
騒いだ元禄バブルという狂瀾の時代に至る、その成長のダイナ
ミズムは、じつは戦後の高度経済成長を遥かに凌駕する規模と
エネルギーであったのかもしれない。

　七墓はなぜ消滅したのか

　しかしここで忘れてはならないことは、江戸幕府の「士農工
商」という絶対封建社会の身分制度では、町衆は、ほとんど最下
級の人間として扱われていたという事実だ。仮に商人＝町衆が
武士の刀に触れたりすれば、問答無用で「切り捨て御免」をして
も許されるという法律（『公事方御定書』71条）ができたほどで
ある。どれだけ富を蓄積しようとも、本質的には大阪とは、歴史
的敗北者、社会的弱者が集積する悪所であり、アジール（無縁
所）の都市であった。そして敗北者、弱者の最たるものが誰にも
供養されない死者＝無縁仏（当然、この中には豊臣の死者が入
る）であるので、自然とそこにシンパシー（同情）やエンパシー
（共感）が生まれたであろう。そういった意味でも、大阪七墓巡り
という祭礼が無縁仏の供養として起こったとしても、何ら不思議
ではない。また、七墓に数え上げられる野江墓地（ここには仕置
き場・刑場もあった）などは、豊臣の残党を処刑した場であると
伝わる。じつは七墓巡りには、こうした「豊臣方の遺恨」「非戦闘
員の大量虐殺」といった、「ネクロポリスの記憶」を密かに伝えて
いったのではないか。
　ところが、時代が経るにつれて、こうした記憶は薄れていった
ようだ。前述した『郷土研究 上方』（編者 南木芳太郎）の「上方
探墓號」の表紙に描かれた「大阪七墓巡り」を描いた錦絵（作

い手になっていった。そこでは「隣に誰が住んでいるかわからな
い」（犯罪者かも知れないが天才かも知れない）という社会状況
が生まれるが、じつはこの無縁性こそが都市の都市たる基礎条
件となる。そういう都市で自然発生する祭礼は、無縁ということ
にそれほど頓着しない。むしろ、みんな同じような無縁の存在で
あるからでこそ、お互いに供養しあおうという慈悲の発想が誕生
するといえないだろうか？
　大阪七墓巡りが発生した社会状況は、「隣に誰が住んでいる
かわからない」という戦後日本の社会状況と非常にリンクしてい
る。
　ご存じのように大阪は、安土桃山時代には天下人・秀吉が「浪
華のことは夢のまた夢」と謳ったほどの栄光を誇る豊臣武家政
権の首都であったが、慶長の役（1615）によって、すべてが灰燼
と化してしまう。当時の様子を伝える古文献によれば「大坂にこ
もりたる衆は、命ながらへたる衆は、ことごとく具足をぬぎ捨て、
裸にて女子もにげちる」（大久保彦左衛門『三河物語』）、「多くの
人は約10万人が死んだと言い、町の中で殺された人々のほか、
合戦が行われた周辺も死体で埋まっていた。大坂の川（大川）は
水が豊富で非常に深いだけに、敵の武器や火事を免れようとし
た多くの人々のために、かえって墓場と化した。川底は死体で埋
もれ、向岸へ渡ろうとすれば、その上を歩かねばならないほどで
あった」（『切支丹研究第17集 耶蘇会史料』）とあり、つまり戦闘
員だけではなく大阪城周辺にいた非戦闘員（町衆・女・子供）も
惨殺されたことが記述されている。どこまで事実であるかはわか
らないが、当時の伝聞では約10万もの人々が殺されて（ちなみ
に太平洋戦争時の大阪大空襲の死者・不明者数は約1万5000
人）、まさに大阪のまちは、どこを歩いても血で汚され、累々たる
死者が眠る「ネクロポリス」（死者のまち）となってしまった。
　こうして完全に焼野原、焦土と化した大阪を再建するために、
新しく日本全国各地から集団就職のように町衆が集まってきた
が、その構成員の多くは、長い戦乱によって主君や土地を失った
武家出身者（豊臣方が多かっただろう）や関係者、御用商人、農
民など、つまり敗北者であり、流れ者であり、無縁者であったろ
う。実際に、元禄期にあまりの財力に幕府が恐れを為して闕所払
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者・三代目長谷川貞信）では、男女が笑顔で鐘や太鼓を叩きな
がら巡礼している光景が描かれていて、とても陽性で自由闊達
な雰囲気を感じとることができる。また幕末には、市中に「七墓
道」（南浜墓地近くの源光寺境内に現物がある）の石標が立てら
れるほど、数多くの町衆が七墓を練り歩いたと思われるが、明治
維新以降は都市の近代化が進み、七墓そのものが市中郊外に
移ったり、統廃合され、いつのまにか大阪七墓巡りは自然消滅し
てしまったという。
　ここでの疑問は、元禄期から明治初期にかけてまで約170年
間ものあいだ行われていたという「伝統」ある大阪七墓巡りが、
なぜいま、これほど綺麗さっぱりと見事に、この地上から雲散霧
消して何も伝わっていないのかである。
　長年、同じような習俗や祭礼を繰り返していれば、そのうち所
作や決まり文句、踊り、歌、調子といったエトス（型）が生まれ、コ
ミュニティとして継承されていくものだが、大阪七墓巡りでは、ど
の順番で七墓を巡り、どのようなスタイルで死者を供養していた
のかがまったく伝わっていない。しかし、これは近松の時代から
すでに「八墓」が記載されているように、創成期から墓地の場所
も完全には特定できず、要するに大阪七墓巡りをやっていた個
人や団体が、それぞれ「無手勝流」であり「無定型」であったから
だろう。少し穿った言い方をすれば、大阪七墓巡りは、大阪人気
質の「なんでもよろしいがな！」という「いっちょかみ」（なんでも
参加する）の「いちびり」（お調子者）精神で実施されていたた
め、エトス化されるほどまで祭礼が深まらなかったのではない
か。また、仮に大阪七墓巡りの中に「豊臣方の慰霊・供養」といっ
た隠された意味付けがあったならば、江戸時代の徳川政権下と
いう抑圧の中では、そのような祭礼の執行は難しく、だからこそ
「無手勝流」「無定型」といった非公式的な供養の方法論で、幕
府の目を掻い潜ったのかも知れない。しかし、逆説的に考える
と、無手勝流、無定型に大阪七墓巡りをやっても、それが「供養
の祭礼」として成立しえたほど、往時の大阪人は深い宗教性を
持ち、超自然的なもの（神仏や死者の霊）を敏感に感じ取る霊性
に満ち溢れた民であった証明・証拠ではないか。

　死生観光プロジェクト

　以上、大阪七墓巡りという祭礼の存在意義や成立背景、その
消滅について極私的な考えを述べたが、筆者は宗教や祭礼の
専門家ではなく、普段は「コミュニティ（＝まち・都市）ツーリズ
ム」のプロデューサーとして活動している。金儲け主義、経済効
率最優先の「マス（＝大衆）ツーリズム」を否定して、まちの「ひ
と」（ガイド）との一期一会を楽しむ̶̶要するに「まちの物語」
（ナラティブ）を体感しようと2008年より活動したわけだが、次
第に現在進行形の「生者のみの視点」でまちを語ることの不具
合、不都合にも気付くことになった。
　その最大のきっかけが2011年3月11日の東日本大震災であ
る。まち歩きのプロデューサーとして普段から「まちとはなに

歴
史
を
紐
解
き
、つ
な
が
り
と
断
絶
と
の
あ
い
だ
を
見
る
。

累
々
た
る
死
者
が
眠
る〈
ネ
グ
ロ
ポ
リ
ス
〉大
阪…

…

（写真：カマン！メディアセンターにて・2012年7月15日／写真提供：陸奥賢<P.6も>）
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サリュ
われている。「かつての栄光よ再び」というコミュニティの切実な
願いは判らないではないが、それは戦後日本社会の国是であっ
た高度経済成長の幻想であり、まずそこを捨て去る必要がある
のではないか？ 朽ち果てていく、枯れ果てていくコミュニティへ
の供養̶̶その時にこそアーティストの役割があり、つまり「ま
ちしずめ」のアートが必要だろう。
　しかし「無縁の死者を供養する」「まちしずめ」といったような
ことは、アーティストも普段、なかなか求められない難題である。
7組のアーティストはとても真摯に、誠実に、このテーマに取り組
んでくれたが、とても一朝一夕にできるようなことではなかった
という反省の声も聞かれた。試みとしては面白いものだったが、
総評としては、アートによる供養はかなり無謀な挑戦で、むしろ
制度宗教の持つ「エトス」（型）の必要性、重要性に気付かされ
た。しかし、宗教者とアーティストのコラボレートによる新しい供
養の形の可能性も感じた。2013年度以降は、そうした供養の在
り様を模索したい。
　いずれにせよ、2012年の8月15日は、朝10時から夜24時ま
で七墓を巡り、各墓地でアーティストの供養のパフォーマンスを
鑑賞するという、約14時間にも及ぶ「死生観光」のまち歩きだっ
たが、50名近い参加者が入れ代わり立ち代わり参加して、大盛
況のうちに終えることが出来た。今後もこのプロジェクトを実施
し、やがて大阪のまちのひとたちに伝播し、自然発生的に大阪七
墓巡りを行うようになるまで、要するに都市祭礼として完全に定
着、復活するまで継続していきたいと願っている。

　宗教と観光の視座

　さて、筆者は「死生観光」を観光の新しい可能性を探り「大阪
七墓巡り復活プロジェクト」を企画・主催してきたが、2012年10
月13日に應典院にて、宗教者側から観光をどう捉えるべきかの
講演があった。それは「第2回ものがたり観光行動学会」におけ
る釈徹宗さん（僧侶・宗教学者・相愛大学教授）の基調講演で、
演題は「社会と宗教の位置関係……そして観光」であった。
　釈さんによれば、そもそも日本仏教だけに限っても二十四輩、
十八檀林、唱題目行脚といった宗教ツーリズムが数多くあり、こ

れらは教団の維持やコミュニティの帰属意識を高めるものとし
て定期的に繰り返されてきたという。平たく言えば「聖地」の巡礼
である。例えばキリスト教徒は、エルサレムにある「ヴィア・ドロ
ローサ」（苦難の道）と呼ばれるキリストが十字架を背負って歩
いた最期の道を涙しながら歩き、キリストが罵声を浴びせられ
ながら転んだという場では同じように転んで地面に祈りやキス
を捧げ、キリストの悲しみや痛み、辛さを追体験し、コンパッショ
ン（共苦）しようとする。つまり、キリスト受難の地という場（トポ
ス）が持っている物語（ナラティブ）に全身全霊を投じることで、
キリストと自分の境がなくなるようなコミュニタス（融即状態）が
生まれ、そこから日常へと回帰し、再生しようとする力を得ると
いう。
　釈さんは、社会基盤そのものを揺るがされるような未曾有の
震災を経て、いま日本全体に、そうした場の物語への回帰現象
が起きていると述べた。そして思想家・宗教学者の中沢新一氏
の『アースダイバー』『大阪アースダイバー』といった出版物の刊
行や「大阪七墓巡り復活プロジェクト」「神戸外国人墓地ツアー」
といったツーリズムも、その流れの中に位置づけできると説か
れた。また、とくに大阪は聖徳太子一族の滅亡や左遷された菅
原道真公、豊臣政権の崩壊など、数多くの悲劇を求心力に発展
してきた都市であり、もともと大阪人はそうした歴史の敗者・弱
者に対して自然とコンパッションを寄せる霊性があったのに、近
年はそれが弱体化してしまっていると警告した。そして、経済的
な意味を示唆して大阪は「地盤沈下」と語られるものの、じつは、
こうした大阪的霊性の低下現象こそが問題だと指摘した。講演
は、「自分のためだけではなく、他者を思いやるからこそ生きて
いける」という経典『スッタニパータ』の慈悲を思い起こし、大阪
の霊性を呼び起こす場の物語へ身を投じるようなツーリズムを
大切にしようとまとめられた。
　ひとつひとつに深い見識と知恵がある釈さんの言葉に、筆者
は文字通り圧倒されたが、宗教者側からの観光の意味づけに色
んな発見があり、今後の「大阪七墓巡り復活プロジェクト」の方
向性にも非常に多くの示唆を得た。改めて釈さんの素晴らしい
講演と、こうした場に参加する機会を与えてくれた應典院の秋田
光彦住職に感謝の意を表して、この稿を終えたい。

「死生観光プロジェクト」は、
市井の人 に々支えられ、伝承されていく。

日
本
人
の
死
生
観
を
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―
明
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に
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田中市三の 仏　書　探　訪
「
死
生
観
に
つ
い
て
書
く
こ
と
を
目
指
し
た
の
で
は
な

い
さ
ま
ざ
ま
な
文
章
や
テ
ク
ス
ト
か
ら
、人
生
の
歩
み

か
ら
、あ
る
い
は
芸
術
・
技
芸
・
造
形
物
な
ど
か
ら
」「
近

代
的『
日
本
人
の
死
生
観
』を
読
み
と
」ろ
う
と
す
る
本

書
に
登
場
す
る
の
は
儒
教
・
武
士
道
の
立
場
に
あ
る
加

藤
咄
堂
、民
俗
学
・
神
道
の
柳
田
国
男
・
折
口
信
夫
、仏

教
や
キ
リ
ス
ト
教
、教
養
主
義
の
宮
沢
賢
治（『
ひ
か
り

の
素
足
』）、志
賀
直
哉（『
城
の
崎
に
て
』）、終
戦
間
際

「
戦
艦
大
和
」に
乗
り
込
ん
で
そ
の
最
期
を
見
届
け
た

吉
田
満
、「
が
ん
」闘
病
で
死
と
対
峙
し
た
岸
本
英
夫
、

高
見
順
…
。そ
れ
ぞ
れ
が
感
じ
と
っ
た
死
生
観
に
共
通

す
る
も
の
は
、肉
体
消
滅
の
後
に
ま
ぎ
れ
も
な
く
存
在

す
る「
自
ら
の
生
の
全
体
と
大
き
な
世
界（
宇
宙
）そ
の

も
の
の
実
在
性
」へ
の
願
望
な
い
し
は
不
変
の「
生
の
元

型
」へ
の
目
覚
め
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

島薗 進 著
●朝日新聞出版（2012年／1,400円+税）

「
新
し
い
思
想
史
、文
化
史
、精
神
史
へ
の
手
応
え
あ
る

展
望
」を
全
九
巻
に
ま
と
め
た「
死
の
巻
」に
は
五
つ
の

論
文
と
対
談
を
収
録
。宗
教
学
、象
徴
人
類
学
、哲
学
、

社
会
学
、医
学
な
ど
様
々
な
角
度
か
ら
現
代
と
将
来
の

死
と
生
の
あ
り
方
を
探
究
す
る
。先
祖
の
存
在
と
そ
の

接
し
方
、家
か
ら
近
親
追
憶
的
祭
祀
と
い
う
葬
送
習
俗

の
変
化
。「
死
者
の
側
の
主
導
権
を
尊
重
す
る
」そ
の
絆

の
再
生
。葬
儀
・
墓
・
仏
壇
と
い
う
文
化
の
継
承
の
断
絶

が
も
た
ら
す「
死
者
へ
の
ま
な
ざ
し
」の
喪
失
。学
徒
兵

の
愛
国
精
神
と
死
の
超
克
。環
境
変
化
に
よ
る
宗
教
的

倫
理
的「
共
生
」へ
の
目
覚
め
、そ
れ
を
契
機
と
し
た

「
五
蘊
無
我
」の
自
覚
か
ら
、生
死
の
基
底
に
あ
る
祖
霊

信
仰
は
甦
る
の
か
。今
こ
そ
医
療
シ
ス
テ
ム
が
信
じ
る

肉
体
死（
延
命
観
）の
み
見
つ
め
る
物
質
科
学
観
を
脱

し
、も
っ
と
豊
穣
な
霊
性
を
感
得
し
た
い
。

中村 生雄 編・著
●春秋社（2006年／2,000円+税）

「
生
者
は
死
者
と
毎
日
を
生
き
て
い
る
」「
こ
の
こ
と

は
、学
説
の
真
偽
と
は
別
な
次
元
の
事
実
と
し
て
認
識

し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
、と
柳
田（
国
男
）も
ま

た
警
鐘
を
鳴
ら
す
」。大
震
災
後
、被
災
者
の
た
め
に
多

く
の
著
作
が
世
に
出
た
が
、そ
こ
に
欠
落
し
て
い
た
視

点
は
、「
死
者
か
ら
の
語
り
か
け
」、コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン（
超

自
然
的
世
界
と
の
交
流
）だ
っ
た
。本
書
は
哲
学
者
、宗

教
者
、文
芸
評
論
家
、民
俗
学
者
な
ど
真
摯
に
死
を
直

観
体
験
し
た
事
例
を
紹
介
し
つ
つ
、魂
の
実
相
、そ
の

霊
性
を
見
つ
め
る
こ
と
で
、生
者
と
死
者
が
永
遠
に
交

流
す
る「
協
同
」生
命（
魂
）の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
実
在
性

に
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
。肉
体
次
元
の
生
が
終
わ
っ
て

も「
決
し
て
滅
び
な
い
霊
性
」の
働
き
が
そ
こ
か
ら
始

ま
る
。「
人
は
死
な
な
い
、む
し
ろ
死
ぬ
こ
と
が
で
き
な

い
」事
実
を
本
書
は
静
か
に
し
か
し
熱
っ
ぽ
く
語
る
。

若松 英輔 著
●トランスビュー（2012年／1,800円＋税）

『
物
乞
う
仏
陀
』で「
貧
困
の
生
の
悲
」を
直
視
し
た
著
者

は
、仙
台
市
釜
石
地
区
で
大
震
災
に
生
き
残
っ
た「
二
百

名
以
上
の
」被
災
者
と
三
ヵ
月
寝
食
を
共
に
し
、現
場
の

「
死
の
悲
」の
様
相
を
伝
え
る
。絶
え
ず
遺
体
に
呼
び
掛

け
る
民
生
委
員
千
葉
淳
の
ト
ー
ン
が
本
書
の
主
旋
律
と

な
っ
て
あ
ま
り
に
も
生
々
し
い
。混
乱
の
中
で
活
動
す

る
市
長
・
市
職
員
、消
防
団
員
、陸
上
自
衛
隊
員
、海
上
保

安
部
員
、医
師
、歯
科
医
師
、住
職
、葬
儀
社
員
た
ち
の
息

遣
い
が
、著
者
の
私
情
を
抑
制
す
る
。「
突
如
襲
っ
た
」多

く
の
無
念
の
死
、原
形
を
留
め
ぬ
遺
体
、「
身
元
不
明
の

遺
体
」、苦
し
み
も
が
い
た
姿
を
留
め
る
遺
体
。独
り
で

死
ん
だ
幼
い
子
、生
ま
れ
て
百
日
目
に
死
ん
だ
子
、酒
酌

み
交
わ
し
た
仲
間
と
の
別
れ
。「
遺
体
」に
残
る
人
格
を

再
認
識
さ
せ
て
く
れ
る
本
書
は
環
境
再
生
の
進
む
今
、

再
読
の
必
要
が
あ
ろ
う
。

石井 光太 著
●新潮社（2011年／1,500円＋税）

フリーライター

思
想
の
身
体

―
死
の
巻
―

（写真：アーティストによる即興ダンスを通じた供養）
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非営利組織・お寺の
マネジメントを
考える

お寺MEETING vol.4

「未来の住職塾」の取り組みから

日本仏教の“現在”を見通すために、各領域で活躍する僧侶を招いて開

かれる「お寺MEETING」も4回目を迎えた。今回のテーマは「お寺のマネ

ジメント」。ゲストに、超宗派インターネット寺院『彼岸寺』を創設し、2012

年には僧侶育成プログラム『未来の住職塾』を開講した松本紹圭さん、

経営学の研究者であり学生とともにお寺のマネジメントをリサーチして

いる大阪市立大学の山田仁一郎さんを招いて行われた。

33歳の僧侶が問いかける
「100年後のお寺の未来」

　「感度が高くておしゃれ。だけど、何がやり
たいのかよくわからなかった」。まずはじめ
に、ゲストの紹介に立った應典院代表・秋田
光彦さんは、松本さんとの“出会い”を振り
返った。秋田さんが松本さんの名前を知った
のは、松本さんが初めての著書『お坊さん、は
じめました』を出版した2005年のこと。「東大
卒で、都会のお寺でカフェを開く。“インター
ネット寺院”と銘打ったウェブサイト『彼岸寺』
も話題になっていて。そして、2010年にはイ
ンドでMBA留学。表層的にしか見ていなかっ
たせいもあるが、文脈がよく理解できなかっ
た」。
　秋田さんの関心が強まったのは、松本さん
が『未来の住職塾』を始めたときである。従来
の宗派内研修にはないテーマの人材育成プ
ログラム、そしてパンフレットに書かれていた
次のような言葉に「若干33歳の一介の僧侶
がこんな問いかけをするのか」と衝撃を受け
たと言う。「未来の住職塾は、急速に環境が変
化する現代社会におけるお寺の役割や運営
を専門に学ぶ、超宗派の僧侶育成プログラム
です。都市と過疎地、寺院の規模、地域の特
性など、寺院のあらゆる状況とその変化に柔
軟に対応し、これからのお寺の100年を切り
開く、寺院運営力を身につけます（第一期 未
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来の住職塾パンフレットより）」。
　経営理論、マネジメント、マーケティング。
ビジネス用語が踊る『未来の住職塾』のパン
フレットに対して、「お寺が経営を学ぶなん
て。金儲けを学ぶのか？」と批判する人もい
れば、「お寺も大変だからサバイバルだね」と
同情の目を向ける人もいる。まずは、松本さ
んの立ち位置を確認するために、松本さんに
よる『未来の住職塾』の中間報告が行われ
た。

埋もれた宝の山を探しに
東大から“仏教界入り”

　松本さんはお寺生まれではなかったが、母
方の実家である真宗大谷派の寺院に親しむ
幼少期を送った。「死ぬのが怖い。人は死ん
だらどうなるのか？」と不安に思い、祖父から
仏教書を借りることもあり「いつかお坊さん
になりたいな」と漠然と考えていたそうだ。
　もうひとつ、お坊さんになろうと思ったきっ
かけはオウム真理教事件だった。「なぜ、こん
なに優秀な人たちが、あやしいものに惹きつ
けられて事件を起こしてしまったのか」。松本
さんは東京大学で同じクラスにいた小池龍
之介さんと、「もっとお寺や仏教ががんばらな
いといけない」と語りあっていたという。
　やがて大学卒業が近づくと、進学や就職を
意識するようになる。さまざまな選択肢があ
るなかで「一生をかけて本気でやれることは
何だろう？」と考えた結果、お坊さんを選択。
「コンテンツの時代に、伝えるべき本当の価
値のあるものは仏教に違いない」。松本さん
の目は仏教界は「コンテンツの宝の山」に
映った。出家して仏教界に飛び込んだのは、
その「宝の山」を発掘し「お寺を変えるため」
だったのである。

お寺カフェ、ネット寺院、
そしてインドでMBA留学

　大学卒業後、都心のお寺で住み込みを始
めた松本さんは、毎日多くの人が街を往来す
るのにお寺は閑散としていることに気づい
た。「街を見渡すとカフェはにぎわっている。
カフェが持つ“やすらぐ場”という機能をうち
の寺に取り入れられないか？」。人の流れを

應典院
秋田光彦住職
浄土宗・大蓮寺住職・應典院代表。1955年大阪府生まれ。明治大学文学部演劇学科卒業。
97年、大蓮寺塔頭・應典院を、NPOを若いアーティストの拠点として再建。著書に「葬式を
しない寺－大阪・應典院の挑戦」（新潮新書）。近著に釈徹宗氏との共著で「仏教シネマ～
お坊さんが読み説く映画の中の生老病死」（サンガ）。

彼岸寺
松本 紹圭さん

浄土真宗本願寺派光明寺僧侶。蓮華寺佛教研究所研究員。米日財団リーダーシッププログ
ラムフェロー。東京大学文学部哲学科卒業。超宗派仏教徒のウェブサイト『彼岸寺』を設立
し、お寺の音楽会『誰そ彼』や、お寺カフェ『神谷町オープンテラス』を運営。2010年、南イン
ドのIndian School of BusinessでMBA取得。著書に『お坊さん革命』（講談社）他多数。

大阪市立大学
山田 仁一郎さん
大阪市立大学大学院経営学研究科准教授。北海道大学大学院経済学研究科博士後期
課程修了。専門は経営戦略論。文部科学省科学技術政策研究所・客員研究官なども勤
める。学生たちとともに日本のソーシャルキャピタルの問題に取り組むうちに、お寺マ
ネジメントに関心を抱くようになり、松本さん、秋田さんに出会う。

“発心”をモチベーションにし
たお寺を変えるという取り組
みに共感。しかし、孤軍奮闘
になるのでは？

秋田さん・松本さんの活動
は、先祖から引き継いでい
る価値を見つめ直し、再生
を図る運動。資本主義に抗
う上で必要な取り組み。

取材・文　杉本恭子
住職以上に自分のお寺を知
る人はいない。何のために
その寺院があるのか、問い
なおすことが重要。
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呼び込むために、本堂二階の広縁スペース
を“お寺カフェ”というコンセプトで『神谷町
オープンテラス』と名づけた。
　「東京の街なかではお寺参りの習慣がな
い。人々のなかにある要素にリーチしないと、
人の流れを作るのは難しい。でも、お寺に来る
ようになれば、その人たちのライフスタイルに
お寺が入り込めるのではないかと思った」。
　『神谷町オープンテラス』は、あくまで“オー
プンスペース”。訪ねてきた人に無料でお茶を
出し、お参りをしてもらう。悩みがあると言われ
ればお坊さんが話を聴く。ごく一般のお寺が
日常的にしていることの見せ方を変えただけ
である。しかし、表現次第で「斬新な取り組み」
に映るし、お寺がやってきたことの意味を再発
見してもらえる。松本さんは言う。「何をやるか
は問題ではない。それぞれのお寺にできるこ
と、ぴったり合うことをやってご縁を作ればい
い」。そして、大切なのは「人に来てもらう」こと
を目的にしすぎないこと。「来てくれた人に『ど
うなってほしいのか』を考えておかないと先が
続かなくて、目的を見失ってしまう」からだ。
　また「お寺に来てもらう」だけでなく、「人が
いるところにお坊さんが出ていく」必要も感
じ、「今の時代に人が集まっている場であるイ
ンターネット」上の“お寺”として、2004年には
超宗派の僧侶仲間や仏教に関心を持つ人た
ちと一緒に『彼岸寺』を開設。これまでにない
ポップな語り口で仏教を伝え、若い人たちの
共感を得た。スマートフォンの普及がはじま
ると、坐禅アプリ『雲堂』をリリース。現代のラ
イフスタイルに気軽に坐禅を取り入れられる
ツールとして、こちらも人気を博している。

お釈迦さまの国でMBA!?
経営学を学んだ理由

　お寺カフェ、ネット寺院、お寺の音楽イベン
ト、書籍の執筆……お坊さんになって約5年
間、光明寺をベースに走り続けた松本さん
は、「お寺を変える動きが同時多発的に広が
ればもっと面白いんじゃないか？」と考えるよ
うになった。「お寺を変える」から「お寺の世界
を変える」へと大きく視野を広げたのである。
MBA留学を決意したのは、「お寺の世界を変
える」ために有効だと考えたからだ。留学先
にインドを選んだのは、インドという国が好
きだったこと、そして2年間のプログラムを1
年間で修了するハイレベルなビジネススクー

ルが見つかったからでもある。
　「経営学を学ぶためだけでなく、対社会の
戦闘力を高めることも目的でした。これから
成長する国、お釈迦さまの国の第一線の人た
ちが何を考え、何を感じて生きているのかも
知りたかった」。経営戦略とマーケティングを
学びながら「これをお寺に活かすなら？」と考
え続けていたという。
　帰国後は学んだことを他のお坊さんたちと
共有すべく、『未来の住職塾』の布石となる
“プレセミナー”を開催。予想以上の反響を受
けて、2012年春に『未来の住職塾』がスター
トした。全国4会場5クラス、若手の副住職・住
職を中心とした受講生の平均年齢は39歳。
松本さんは、入念なテキスト作りと講義の設
計、そして各会場全6回の出講に文字通り奔
走する日々が始まった。

「あなたのお寺には
仏教がありますか？」

　『未来の住職塾』では、講義よりもグループ
ワークが中心だ。事前にPDFなどでテキスト
を配布。その内容をスライドで解説し、その
後は受講者同士で知恵を出し合って、それぞ
れの現場を問いなおす議論が続く。授業時
間は毎回5～6時間にも及ぶため、講師であ
る松本さんも受講生も当然へとへとになる。
　「仏教寺院の“商品”は何か？」「お寺のパ
フォーマンス・バリュー（質や機能の価値）は何
で決まるのか？」。刺激的な問いかけに、つい
「観光資源としての仏像」とか「イベントに使え
る広い境内」などと短絡的な答えを想像する人
も少なくないだろう。しかし、解き方は拍子抜け
するほどに仏教の中心軸に根差している。
　仏教寺院のカギは“仏教”であるのだから、
まず仏教を“三宝（仏法僧）”に開く。“商品”を
「提供しているもの」と考えると、「お寺が提供
している仏・法・僧とは何なのか？」「それは
お寺でしか提供できないものなのか？」と突
き詰めていくことになる。さらには、ディスカッ
ションを促すために「あなたのお寺に仏教が
ありますか？」と、前提からひっくり返すことも
あるそうだ。『未来の住職塾』が“本当に”目指
しているのは、お坊さん自身による「自利利
他」の実践なのだ。
「『未来の住職塾』に対して「寺院が金儲けを
するつもりか」という話もあったけれど、お金
の話はほとんどしていない」と松本さんは言

う。組織が発展するためには、経済的に成立
することも重要だけれども「何のためにその
組織（寺院）があるのか」を徹底的に見つめ
なおすことの方が重要だからだ。
　松本さんが感じている一番の手ごたえは
「自分自身が面白く、受講生の目が輝いてい
ること」だ。分厚いテキスト、長時間のグルー
プワークやディスカッション、そして課題に誰
もが真剣に取り組んでおり、回を重ねるごと
に受講生の意識の変化が見えるという。
　実際に、『未来の住職塾』を見学した秋田
さんは「テキストの内容が濃くて驚いた。受け
身でいられる研修会などとは違い、参加者は
つねに能動的でいなければいけない。強い
問題意識がなければ続けられないし、受講
生はタフだなと思った」とコメントされた。

寺院と社会の間にある溝は
経営学で埋められるのか？

　松本さんからの報告が終わると、山田先生
から「マーケティングという言葉を援用するこ
とで、仏教寺院と社会の間にある“ギャップ”
はどこまで埋まるんだろうか？」という疑問が
提起された。マーケティング＝市場化という
言葉の背景には、私たちの世界はあらゆる事
象に値段をつけてやりとりすることでうまく回
るという“超資本主義的な世界観”がある。そ
して、ほとんどの人がその世界観を受け入れ
ているからこそ、NPO、病院、教育機関、寺院
に対してさえも「顧客」「消費者」という関係性
を取り結ぶことで、重要な機能を果たすこと
ができるのではないか？ という言説が成り立
つ。しかし、それが行き過ぎると、人が人とし
て扱われず、部品や代替可能なものとして扱
われてしまうことになる。
　「そのなかで疲弊した人々は、潜在的に宗
教に救いや気づきを求めているはずなのに、
そのニーズに応えられていない寺院と社会
の間には、深い溝があるのではないか」。
　これに対して、松本さんは「これもある意味
マーケティング的かもしれないが」と前置きし
ながら、「マーケティングという言葉を使い、経
営学を前面に押し出した講座をやるのは、『こ
れは何なんだ？』と興味を持ってもらうためと

いう側面がある」と答えられた。「住職以上に
自分のお寺を知る人はいない」のだし、お寺
をなんとかできるのは自分なのだと自覚を
持ってもらわないと何も始まらない。「経営学
やマーケティングの方法論でなら何とかなる
のかもしれない」と『未来の住職塾』を受講し
て、「結局自分がやるしかない」と納得すること
には強いインパクトがありそうだ。また、実際
に『未来の住職塾』では「住職は何をしなけれ
ばならないのか」が突きつけられるのである。
　秋田さんは「人口減少、家族制度の崩壊に
よって寺院の経済基盤が揺らぐから何とかし
なければならないという消極的なモチベー
ションではなく、日本社会を変えよう、元気に
しようとする“発心”に立ち位置を見いだして
おられるところに非常に共感する」とコメン
ト。そして、約20年前に新しいスタイルの寺
院として應典院を再建し、世に問うてきた先
輩として「孤軍奮闘で立ち上がっているイ
メージがある。大変だろうと思う」と、温かな
目を注がれていた。

『未来の住職塾』は
これからのお寺を作る場所

　山田先生によると、経営学には「いろんな
フィールドに光を当ててきた歴史もある」とい
う。「経営学の方法論で、ふだんのお寺の営
みを照らし、足元をよく見る」ということを超
宗派の僧侶が集う『未来の住職塾』でやる意
味とは何だろうか？
　社会のOS（Operation System）になってい
る経営学を学ぶことで「人を部品として見て
しまうような経営学のモノの見方、それがこ
の世を動かすルールになっていることを知

り、取り込まれたと見せかけて書き替えてい
く。そして、仏教的な価値の上に立って渡りあ
う力をつけてほしい」と松本さんは考えてい
る。さらには、「それでこそ大乗仏教僧として
の仕事ができる」という思いもあるそうだ。
　『未来の住職塾』は「これからのお寺を学
ぶのではなく、これからのお寺を作る場所だ
と思う」と松本さんは話していた。『未来の住
職塾』に参加しようという人は、「オープンに
新しいものを取り入れる意欲のある人たち」
である。お寺に明るい未来を作ろうとする人
たちが集まり、共に学び、議論するなかで生
まれるネットワークこそ『未来の住職塾』の真
骨頂だ。どれだけやる気があっても、やはりひ
とりではものごとを動かすのは難しい。仲間
がいてはじめてムーブメントが生み出される
のだ。

お寺が変われば
日本が変わる

　質疑応答の時間になると、矢継ぎ早に多く
の質問が投げかけられ、この日のテーマ、そし
て松本さんへの関心の高さがうかがわれた。
　質問の内容は、現時点での『未来の住職
塾』の成果や経営学でお寺を考える具体例
について、松本さんが話されたことをブレイ
クダウンして問う質問が多かった。なかには、
やはり「マーケティング」「マネジメント」など、
経営学の言葉で仏教やお寺を語ることへの
違和感、反発を感じている僧侶の方も見受け
られた。松本さんは、終始和やかに一つひと
つの質問にていねいに応えておられた。
　最後のコメントで、山田先生は「松本さん、
秋田さんの活動は、超資本主義に対する当

然あるべき抗体だと思う。経営学を方法とし
て取り込んだうえで、日本人が先祖から引き
継いでいる人間観に基づく価値体系を見つ
め直し、再生させる運動としてご活躍いただ
きたい」と応援のメッセージを伝えられてい
た。松本さんは、自らの問題意識が社会変革
にあることを明らかにしながら、そのモチ
ベーションが「目先のことで成功しようという
ことではなく、子ども世代に恥ずかしくない世
の中にしたい」ということにあると話された。
大きなビジョンを掲げながらも、その足元が
身近な暮らしや関係性にしっかり根付いてい
る、あくまでニュートラルなバランス感覚もま
た、松本さんの魅力なのだろう。
　秋田さんは「15年間、應典院をやってみ
て、このお寺がOSになってどう地域社会が変
わっていくのかを考えてきた」と振り返られ
た。街づくりや教育に関わることは日本のお
寺の原型でもある。『未来の住職塾』が生み
出すであろう「この世のルールを仏教のうえ
で書き替えていく」力のある新しい住職たち
が、それぞれの地域から、日本を変えていく
姿を見る日が楽しみである。

杉本恭子／すぎもときょうこ
1972年大阪府生。同志社大学文学部社会学科新聞学
専攻卒業。同大学院文学研究科新聞学専攻修士課程
修了。ネットコミュニティ運営・ウェブサイト編集等を
経て、京都をベースに取材・執筆を行うライターに。現
在『彼岸寺』ウェブサイトにて『坊主めくり̶現代名僧
図鑑』と題したインタビューを連載中。
http://higan.net/blog/bouzu/

【彼岸寺】

宗派を超えた仏教
徒や普通の人たち
が、新しい時代の仏
教について考え、行
動するインター
ネット上のお寺。
「こりかたまった仏
教をときほぐし、今
に生きる仏教へと

再編集する、まったく新しい場」として2004年に松本さん
が仲間たちとともに開設した。話題の仏教ニュース、イベ
ント紹介、仏教に関連する連載記事などを発信している。

超 宗 派 の バ ー チ ャ ル 寺 院 に よ る 「 場 を 開 く 」 実 践

【神谷町オープンテラス】

光明寺境内に開
かれたオープンス
ペース。
東京メトロ日比谷
線 神谷町駅前か
ら徒歩1分、オフィ
スビルに囲まれた
立地を活かして、
周辺で働く人々や

地域住民に憩いの場を提供している。飲食物の持ち込み
は自由なので、ランチタイムや休憩に立ち寄る人も多い。
水・金は木原店長によるおもてなしあり（要予約）。

【未来の住職塾】

現代社会におけ
るお寺の運営と住
職の役割を学ぶ
超宗派の人材育
成プログラム。
最新の経営理論
に基づいた学習
により、お寺マネ
ジメントを体系的

に整理し、明確なビジョンと戦略を構築する。また、グルー
プワークなどを通じて同じ「志」を持つ仲間とのネットワー
クができることも大きな強みである。

〔http://higan.net〕 〔http://www.komyo.net/kot/〕 〔http://www.higan.net/juku/〕
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　東日本大震災の発生からほぼ2年が経った2013年3月2日、東
北大学で「東日本大震災と宗教者・宗教学者」と題するパネル
ディスカッションが開催されました。東北大学の実践宗教学寄附
講座、京都大学こころの未来研究センター、宗教者災害支援連絡
会の3つが主催し、東北大学大学院文学研究科、世界宗教者平
和会議（WCRP）、心の相談室が共催したものです。

　
　　　　　宗教・宗派を超えた
連　　　　連携と宗教学者
　「宗教者と宗教学者は災害とどう向き合うか」と題する山折哲
雄氏の基調講演に続き、災害支援に関わってきた宗教者、宗教
学者がその取り組みを報告し、意見を交わしました。
　被災地である宮城県の東北大学でこのような会議が開かれた
ことは、まったく自然なことのようにも思えます。1995年に発生し
た阪神・淡路大震災にさいしても、その年の10月に「阪神大震災
が宗教者に投げかけたもの」と題する国際宗教研究所主催の公
開シンポジウムが京都で開催されました。10人の宗教者が被災
の体験と支援活動を語り、二人の宗教学者（そのうちの一人は山
折哲雄氏）がコメンテーターとなり、災害時における宗教の役割
が討議されました。
　ただ、このような前例と少し異なり、東日本大震災では、異な
る宗教・宗派の支援者たちによる連携の推進に、宗教学者が
積極的な役割を担ってきました。仙台市の斎場での弔いと遺
族の悲嘆のケアから始まり、避難所・仮設住宅での移動傾聴
喫茶「カフェ・デ・モンク」等へと活動を広げた「心の相談室」。
その経験をふまえて東北大学に開講された「実践宗教学寄附
講座」と「臨床宗教師」養成。東京で月1回の情報交換会を開
催し、宗教者のさまざまな支援活動をつなぐ「宗教者災害支援
連絡会」。また、インターネット上で宗教者の支援活動の情報
を共有する「宗教者災害救援ネットワーク」や「宗教者災害救
援マップ」。先のパネルディスカッションも、そのような活動の

展開をふまえて企画されたものでした。

　
　　　　　アクション・リサーチ

　それは、これまで客観性・中立性を標榜してきた宗教学者が一
歩踏み込んで、社会における宗教の役割の拡大にコミットしてい
るという印象を与えます。
　しかし、このたびの震災で経験したような、物心両面のさまざ
まな支援を必要とする現場で、それに何ら応えることもなく観察
やインタビューを行い、その成果を持ち帰る、という姿勢は、客観
的・中立的なようでいて、たんに自己中心的なふるまいであるよ
うに思えます。将来役立つという意義があるにしても、現場の人
びととの相互理解と協働が求められるはずです。これは民俗学者
の宮本常一が、1972年に発表した「調査地被害」という文章（宮
本常一・安渓遊地『調査されるという迷惑』みずのわ出版、2008
年に再録）で指摘していた問題です。
　研究を現場での当事者との協働の中に組み込んでいく実践と
して「アクション・リサーチ」という手法が、心理学者レヴィン
（1890～1947）によって提唱され、医療・看護・福祉や教育など
の分野で試みられています。
　宗教学者が、災害支援における宗教の役割を、宗教者を含む
現場のさまざまな当事者とともに模索しながら検討していくこと
も、アクション・リサーチの一つとして位置づけられるでしょう。近
年「利他主義と宗教」、「宗教の社会貢献」の研究をリードしてき
た大阪大学の稲場圭信氏は、そうした立場を打ち出しています。
そして、宗教者へのインタビュー調査などをとおして、望ましいケ
アや連携・協力のあり方を探り、それを実現するための提言や新
しい取り組みを行っています。

　　　　　研究者であることに
　　　　　よる「縁」

　ここで、筆者自身について少し振り返ってみます。
　筆者も稲場氏の呼びかけに賛同し、協力してきました。具体
的には、宗教者災害救援ネットワークの共同管理人、宗教者災
害救援マップの構築作業、宗教者災害支援連絡会の世話人な
どです。また同時に、被災地の神社を訪問し、被災と支援の体
験をうかがうとともに、支援の連携の可能性を探ってきました。
　これはもちろん震災以降の新しい動きではありますが、それ
以前に、「宗教の社会貢献」を共同研究するグループのメンバー
として、現代の変動する地域社会における神社の役割に注目し
てきました。このグループを中心とした研究成果は『叢書　宗
教とソーシャル・キャピタル』（全 4 巻、明石書店）にまとめら
れています。
　震災発生当初に話を戻すと、南関東にいて被害を受けること
もなく、テレビやネットを通じて、現地の甚大な被害状況や、
急速に深刻度を増す原発事故の状況を知るうち、自分に何がで
きるか、という問いが浮かんできました。
　稲場氏らへの協力や、神道系大学の教員として支援の可能
性を探りながら現地の神社を訪問したことなどは、東北出身者
でなく南関東に住む筆者が、研究者あるいは大学教員という属
性を「縁」として被災地や支援者につながり、そこでささやか
な役割を担うということにほかなりませんでした。
　ソーシャル・キャピタル（社会関係資本）研究では「結束型」
と「橋渡し型」という分類がありますが、筆者にとってはこうし
た「縁」がまさに「橋渡し型」のソーシャル・キャピタルとして
作用したと言えそうです。
　そして、この「縁」を通じて、支援に取り組む多くの宗教者
の方々に出会い、その取り組みの内容や姿勢に学ぶことがで

きました。

　
　　　　　協働とその裏側

　一方、研究の公表は、災害支援における宗教の役割に対する
社会の認知をもたらし、協働性・公共性を高めると言えるかもし
れません。庭野平和財団の『宗教団体の社会貢献活動に関する
調査』報告書（2012年4月実施）は、宗教団体の社会貢献活動に
関する認知が震災後もいまだ低いことを記しています。こうした
状況の改善を研究の積み重なりに期待する向きもあります。
　ただ、それに関してとても印象的な出来事に遭いました。『叢
書　宗教とソーシャル・キャピタル』第4巻として、稲場氏と筆者
の編著で『震災復興と宗教』を上梓したところ、葉書でその感想
をいただきました。そこには、「沈黙」の重要性、「私」の慢心を離
れることが記されていました。その葉書に差出人のお名前はあり
ませんでした。
　協働性・公共性を高めることも必要だけれど、なすすべもなくただ
祈るほかないということをやはり大事にしたい。そんなことを示唆し
ているように思いました。こうした気づきをいかに共有するかという
ことも、宗教者・宗教学者に共通する課題ではないでしょうか。
　大きな時代の節目にあって、宗教学者のあり方が少し変わっ
たようにも感じられますが、同時に変わらない問いに再び出会う
ということもあるのではないかと思います。
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サリュ 震災を
契機とした
宗教学者の変化？
協働のあり方を
模索する
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front line

國學院大學神道文化学部准教授

1
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黒崎 浩行（くろさき・ひろゆき）
國學院大學神道文化学部准教授。島根県松江市出身。情報化と宗教、地域社
会と神社について研究。宗教者災害支援連絡会世話人、宗教者災害救援
ネットワーク共同管理人を務める。

3

二
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　看板のような観光論とはなりませんで
したが、それでもビッグなふたりの対談
にフロアのみなさん、大満足の様子でし
た。
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国際宗教研究所・宗教者災害支援連絡会共同主催
公開シンポジウム「3.11以後の日本社会と宗教の役割」

【パネリスト】
　金田 諦應（曹洞宗通大寺）

　川村 一代（ライター／若一王子宮）
　篠原 祥哲（世界宗教者平和会議日本委員会）
　林 里江子（クリスチャン・ライフ・コミュニティ）

【コメンテーター】
　秋田 光彦（浄土宗大蓮寺・應典院）
　渡辺 順一（金光教羽曳野教会）

【司会】
　稲場 圭信（大阪大学）

　黒崎 浩行（國學院大學）

内田VS中沢のビッグ対談が実現！
「霊性都市大阪」を語り合う。
　10月12日、寺子屋トーク「死者が大阪
を賦活する時～宗教都市観光論」は、内
田樹VS中沢新一の贅沢な対談が実現。
元々は内田先生単独の講演会だったの
ですが、「大阪アースダイバー」を上梓し
たばかりの中沢先生が「便乗」したもの
で、中身はほとんど「アースダイバー」に
ちなんだもの。「大阪が元気がないのは
経済の問題というより霊力の弱まりが原
因」と内田先生が言うと、「まさにそれを
言いたくてこの本を書いた」と中沢先生
が受けるといった案配でした（ほんとに
本は面白い！）。

3.11以後、日本の宗教は変わるか。
宗教者と研究者の共同討議の場。

　宗教と観光は本来相似形のもの、その
原点を探ろうと「ものがたり観光行動学
会」の年次大会が、10月12・13両日應典
院共催として開催されました。
　学会長の白幡洋三郎日本国際文化研
究センター教授の開会挨拶のあと、基調
講演にはおなじみの釈徹宗先生が、聖
地をテーマに迫力の講演がありました。

続いてディスカッションは佛教大学・高
田公理さんをコーディネーターに、編集
者の江弘毅さん、関西学院大の加藤晃
規さん、漫画家のハンジリョウさんらが
それぞれ宗教と観光について語り合い
ました。宗教が人をひきつける力と、観
光の魅力は通底していると再認識させら
れた学会の一日でした。

悲しみの求心力に、東北は聖地となる？
新しい「宗教観光」を考える。

寺子屋トーク第65回
「死者が大阪を賦活する時 ~宗教観光都市論~」
（左が中沢さん、右が内田さん）
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法輪は
2012年9月から2013年2月までに起きたさまざまな動きを、レポートします。

24時間トークのクリスマス。
お寺は「無縁のカタリ場」となった。
　ふたりの奇才がクリスマスイブから一
昼夜語り続ける24時間トーク「如是我聞」
を開催、12月24日の朝７時から25日の朝
７時まで、劇作家の岸井大輔さんと旅プ
ランナーの陸奥賢さんの二人が完走しま
した。應典院は早朝から深夜まで、40人
近い人たちが議論の渦に巻き込まれて
いきました。
　ふたりに共通するのは、大阪のフォー
クロアに対する知識や見識と、宗教的な

ものへの敬意と関心です。陸奥さんが、
「自分はナラティブを求めて生きているん
だ、と気づかされた」と言いましたが、ま
さに身体ごと、声と知力をふりしぼり語り
続ける姿は、現代の行者のようでした。イ
ブの夜、確かに應典院は無縁の空間であ
りました。

死者と共生するコミュニティ。
哲学者内山節が宗教を語る。
　2013年９月15日、寺子屋トーク「〈祈り〉か
ら３．11後社会をデザインする」を開催、１
部は哲学者の内山節さんの講演、2部で
は、内山さんに加えて、田中利典金峯山寺
執行長、白波瀬達也大阪市大博士研究員、
稲場圭信大阪大学准教授と私も参加して、
パネル討議が展開されました。
　生きている人間を優先してきた西欧社
会と違い、絶えず自然と死者と交渉しなが

らコミュニティを運営してきた日本人のあり
方を見つめ直し、改めて、3.11以後の祈りや
願いの公益性について議論がありました。
また、制度や組織にがんじがらめになった
現代仏教に対し、いま一度その原点が投
げかけられた場となりました。

10月12日

2月9日

　日本の宗教学の拠点である国際宗教研究所が主催
する公開シンポ「3.11以後の日本社会と宗教の役割」
に、金光教の渡辺順一さんと一緒にコメンテーターと
して参加しました。
　パネリストはカフェ・デ・モンクの金田諦應さんら４
名が並び、司会に稲場圭信さん、国学院の黒崎浩行さ
ん、さらにフロアには東大の島薗進先生らと、現代宗
教の知が一堂に会しました。会場は大正大学。
　とにかく発言者が多く、4時間半という長丁場であり
ながら、私のコメントはただの一回、ちょっと消化不足
でした。その分、あとの懇親会でたっぷりお話しさせて
いただいた次第。

9月15日

12月24日～25日コモンズフェスタ2013プレ企画
24Hトーク「如是我聞～是くの如く、聞きにけり」

寺子屋トーク第64回
「＜祈り＞から3.11後社会をデザインする」
（ステージ左から稲場さん、田中さん、秋田住職、
  白波瀬さん、内山さん）



Vol.7 2013 Summer16

サリュ

▼一昨年の3.11の夜、首都圏が帰宅困
難者であふれかえっている時、私はずっ
とツイッターで呼びかけつづけた。「今
お寺の山門を開けよ」「帰宅難民をすぐ
受け入れよ」と。
▼ネット上で情報は錯綜していたが、あ
とで多くの寺が自主的に門を開いた、と
知った。あの夜、寺の住職や寺族、職員
たちは、まさか自分たちが帰路に迷った
人々の世話をするなどと想像だにして
いなかったことだろう。しかし、たった一
夜の判断は、その後の宗教の意味を大
きく変えることになる。
▼6月4日付の中外日報に、震災後、自治
体と宗教施設の災害協定、協力の調査
結果が出ていた（阪大稲場圭信准教
授）。すでに全国に43自治体、223の宗教
施設が緊急の場合の協定を結んでい
る。協定には至らないが、協力関係にあ
ると答えた自治体は、全国に60、宗教施
設は438に上る。驚くべき数字だ。
▼協定の内容は、避難所、応援機関の活
動拠点、帰宅困難者の一時滞在、遺体安
置所…まで、多岐にわたる。その背景に
は、このたびの東日本大震災で、多くの
宗教施設が避難所として活用された
（100ケ所）「実績」があることは言うまで
もない。宗教施設はすでに地域の安全
のインフラなのだ。
▼万が一の救援活動の時だけではな
い。宗教施設がそのように施設活用され
るのは、協定があるからではなく、あくま
で平常時の関係の延長線上になくては
ならない。
▼むろん、宗教はNGOと同じではない。
分ち難く地域と密着した寺院のような存
在が、どのように真価を発揮できるの
か。施設の機能以上に、緊急時に際し、
宗教者（住職や寺族、あるいは檀信徒
ら）がいかにはたらき、どのようなことば
を用いたか、その全人格的なありかた
がもっと問われると思う。
▼檀信徒対象の布教や教化もあってい
い。ただ宗教者が「公共的に」地域とつ
ながるとはどういうことか、どの宗門も
学習の術を持たない。そこのところを
もっと論議したり、研究していくべきでは
ないか。

（彦）
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い
で
し
ょ
う
か
。実
際
、１
９
９
７
年
の
再
建

以
来
、應
典
院
で
は
年
間
を
通
じ
て
各
種
の
催
し

が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。鉄
と
ガ
ラ
ス
と
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
よ
る
、一
見
す
る
と
無
機
質
な
施
設
と
思

わ
れ
る
場
合
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、時
代

と
共
振
す
る「
呼
吸
す
る
お
寺
」と
な
る
よ
う
、多
く

の
方
々
に
活
動
の
拠
点
と
し
て
開
い
て
き
て
い
ま

す
。そ
う
し
た
場
の
担
い
手
の
一
人
と
し
て
、お
寺
に

事
務
所
を
構
え
る
應
典
院
寺
町
倶
楽
部
も
あ
り
、

再
建
の
翌
年
、１
９
９
８
年
か
ら
毎
年
１
回「
コ
モ

ン
ズ
フ
ェ
ス
タ
」と
呼
ば
れ
る
ア
ー
ト
と
N
P
O
の

文
化
祭
を
開
催
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

イ
タ
リ
ア
語
の
フ
ェ
ス
タ
と
は
、英
語
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
と
同
じ
く「
お
祭
り
」と
い
う
意
味
で
、コ
モ
ン
ズ

と
は「
共
有
の
場
所
」と
い
う
意
味
で
す
。よ
っ
て
、「
コ

モ
ン
ズ
フ
ェ
ス
タ
」と
は
、お
寺
を
会
場
に
開
催
さ
れ

る
総
合
芸
術
文
化
祭
を
意
味
し
て
い
ま
す
。開
催
の

経
緯
は
、１
９
９
７
年
の
再
建
の
後
、障
害
の
あ
る

方
々
の
写
真
展
を
開
催
し
た
い
と
い
う
お
申
し
出
を

い
た
だ
い
た
こ
と
で
し
た
。せ
っ
か
く
で
あ
れ
ば
、そ

の
写
真
展
を
基
軸
に
各
種
の
取
り
組
み
を
同
時
に
開

催
し
よ
う
、と
い
う
運
び
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

コ
モ
ン
ズ
フ
ェ
ス
タ
に
は
毎
年
、統
一
テ
ー
マ
が
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、２
０
１
１
年
度
は
東
日
本

大
震
災
か
ら
1
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り「
記
憶
を
巡

る
旅
」と
つ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
２
０
１
２

年
は「
と
ん
ち
で
越
境
！
」と
さ
れ
、今
な
お
落
ち
着
く

こ
と
の
な
い
原
子
力
災
害
に
接
し
て
い
る
今
、こ
の
時

代
を
生
き
抜
く
た
め
に
は「
答
え
を
探
る
」よ
り
も「
問

い
を
掘
り
下
げ
る
」必
要
が
あ
ろ
う
、と
考
え
て
の
こ

と
で
す
。そ
う
し
て
、1
月
10
日
か
ら
24
日
ま
で
、15
日

に
わ
た
り
、21
の
催
し
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

■
変
化
球
で
攻
め
込
ん
で
い
く
場

　

な
ぜ
、コ
モ
ン
ズ
フ
ェ
ス
タ
が「
ア
ー
ト
と
N
P
O

の
」文
化
祭
に
な
る
の
か
、そ
れ
は
両
者
が
言
わ
ば

「
異
日
常
」へ
誘
う
重
要
な
手
が
か
り
を
提
供
す
る

た
め
で
す
。な
ぜ
な
ら
ア
ー
ト
も
N
P
O
も
、人
々

の
価
値
観
、転
じ
て
思
い
込
み
を
説
く
視
点
を
提

供
し
ま
す
。そ
も
そ
も
、初
年
度
の
コ
モ
ン
ズ
フ
ェ
ス

タ
が「
写
真
展
」か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
、さ
ら
に
そ
の

企
画
を
有
志
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ

た
こ
と
を
思
え
ば
、コ
モ
ン
ズ
フ
ェ
ス
タ
は
、あ
る
い

は
應
典
院
は
、そ
の
源
流
に
ア
ー
ト
と
N
P
O
の
欠

か
せ
な
い
関
わ
り
が
あ
っ
た
の
で
す
。今
年
は
そ
の

原
点
に
立
ち
返
り
、場
の
企
画
と
運
営
の
担
い
手
と

な
る
実
行
委
員
を
組
織
化
し
て「
と
ん
ち
」で「
異
日

常
」へ
の「
越
境
」を
誘
う
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

多
彩
な
実
行
委
員
の
中
で
も
、福
島
県
い
わ
き
市

か
ら
東
淀
川
区
で
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
る
遠
藤

雅
彦
さ
ん（
避
難
関
西
県
外
避
難
者
の
会
・
福
島

フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
）の
存
在
は
、今
回
の
コ
モ
ン
ズ

フ
ェ
ス
タ
を
通
じ
て
投
げ
か
け
る
問
い
の
深
さ
を
明

ら
か
に
す
る
も
の
で
し
た
。実
際
、遠
藤
さ
ん
は
、閉

幕
前
の
語
り
合
い
の
場
面
で「
伝
え
た
い
こ
と
が
重

い
と
き
に
は
、ス
ト
レ
ー
ト
な
表
現
で
は
逆
に
伝
わ

ら
な
い
」と
仰
っ
て
い
ま
す
。見
え
な
い「
放
射
線
被

害
」に
苦
し
む
ま
ち
の「
異
常
」と
も
言
え
る
世
界
の

顕
在
化
に
取
り
組
ん
だ
、2
0
1
3
年
の
コ
モ
ン
ズ

フ
ェ
ス
タ
…
…
。異
日
常
の
場
で
問
答
を
重
ね
た
15

日
間
の
余
韻
が
、今
も
應
典
院
を
包
ん
で
い
ま
す
。

（
山
口 

洋
典
）




